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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第52期

第２四半期連結
累計期間

第53期
第２四半期連結
累計期間

第52期
第２四半期連結
会計期間

第53期
第２四半期連結
会計期間

第52期

会計期間

自  平成21年
      ４月１日
至  平成21年
      ９月30日

自  平成22年
      ４月１日
至  平成22年
      ９月30日

自  平成21年
      ７月１日
至  平成21年
      ９月30日

自  平成22年
      ７月１日
至  平成22年
      ９月30日

自  平成21年
      ４月１日
至  平成22年
      ３月31日

売上高 (百万円) 43,414 43,584 22,446 22,619 90,589

経常利益 (百万円) 658 1,617 526 1,063 2,975

四半期(当期)純利益 (百万円) 461 1,050 427 1,323 1,648

純資産額 (百万円) ― ─ 34,623 36,683 35,611

総資産額 (百万円) ― ─ 82,285 76,416 81,425

１株当たり純資産額 (円) ― ─ 1,421.881,506.381,462.39

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 18.97 43.14 17.55 54.35 67.71

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ─ 42.1 48.0 43.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 2,463 3,874 ― ― 5,510

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △370 △141 ― ― 14

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △529 △7,755 ― ― △3,241

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) ― ― 7,449 4,162 8,178

従業員数 (名) ― ― 1,771 1,552 1,536

(注) １　当社は、四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標の推移については記載を省略し

ております。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　従業員数は、就業人員数を表示しております。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間における、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社の異動については、「３　関係会社の状況」に記載しております。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間における、重要な関係会社の異動は以下のとおりです。

主に、カー用品等販売事業を営んでいる下記の会社を当第２四半期連結会計期間より連結子会社とい

たしました。

名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業
の内容

議決権の所有
割合(％)

関係内容

(連結子会社) 　 　 　 　 　

株式会社ジョイフル
宮城県黒川郡
富谷町

72
カー用品等
製造・販売
事業

100.0
運転資金の貸付
事務用建物の賃貸
商品の購入・販売

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 1,552（355）

(注) １　従業員数は、当社グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社グループへの出向者を含む

就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員(１日８時間換算)でありま

す。

３　臨時従業員には、パートタイマー、アルバイト及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年９月30日現在

従業員数(名) 253（61）

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員(１日８時間換算)であります。

３　臨時従業員には、パートタイマー、アルバイト及び嘱託契約の従業員を含み、派遣社員を除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

該当事項はありません。

　
(2) 受注実績

該当事項はありません。

　
(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

　なお、以下の表の金額には、消費税等は含まれておりません。
　

セグメントの名称

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

金額(百万円) 金額(百万円)

カー用品等販売事業 20,847 20,900

賃貸不動産事業 1,599 1,718

合計 22,446 22,619

　
(注) １　部門別売上高は次のとおりであります。

部門別

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

金額
(百万円)

構成比
(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

卸売部門 12,92857.6 13,29858.8

小売部門 7,903 35.2 7,588 33.5

その他 1,614 7.2 1,731 7.7

合計 22,446100.0 22,619100.0

(注)　賃貸不動産収入は「その他」に含まれております。
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２　品目別売上高は次のとおりであります。

品目別

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

金額
(百万円)

構成比
(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

タイヤ・ホイール 6,407 28.6 6,669 29.4

オーディオ・ビジュアル 5,955 26.5 5,764 25.5

洗車・オイル・ケミカル 2,179 9.7 2,075 9.2

機能用品 2,515 11.2 2,690 11.9

車内・車外用品 1,126 5.0 963 4.3

その他 4,260 19.0 4,454 19.7

合計 22,446100.0 22,619100.0

　
３　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先別

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

金額
(百万円)

構成比
(％)

金額
(百万円)

構成比
(％)

株式会社ホットマン ─ ─ 2,500 11.1

(注)　１.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　２.前第２四半期連結会計期間につきましては、当該割合が10％未満のため表示を省略しております。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行なわれておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。

 (1)経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間における我が国の経済は、輸出関連企業を中心に収益が改善し、設備投資な

どに回復傾向が見られた一方で、円高の進行や株式市況の低迷傾向が強まるなど、先行きの景気下振れリ

スクを抱えたまま推移いたしました。

当業界におきましては、昨年のＥＴＣ車載器特需の反動があったものの、来年７月の地上デジタル放送

化の影響による地デジナビゲーション・チューナーの販売増、猛暑によるバッテリー等のカー用品販売

増、及び高速道路料金割引継続等の経済対策に伴うロングドライブの増加によるメンテナンス需要増が

ございました。

当社グループにおきましては、引き続き主力事業であるカー用品等販売事業に注力し、タイヤを中心と

した消耗品販売の増強や、車検・鈑金・ポリマー加工等のカーメンテナンスメニューを強化推進したほ

か、一部店舗ではレンタカー事業を導入するなど、店舗収益力の向上を図ってまいりました。また、人員の

適正配置や作業効率の改善を中心に、全社的な経費コントロールを徹底し、財務体質の改善に努めてまい

りました。

　

当第２四半期連結会計期間におきましては、各種営業施策・店舗指導強化による店舗売上の向上に努

めた結果、売上高は226億19百万円、売上総利益は57億16百万円となりました。販売費及び一般管理費は、

前期に行った直営店舗の店舗譲渡により設備費と人件費が減少した結果、前年同四半期比２億99百万円

（6.0％）減少いたしました。この結果、営業利益は９億77百万円で前年同四半期比４億57百万円の増加、

経常利益は10億63百万円で前年同四半期比５億37百万円の増加となりました。

　四半期純利益は、減損損失を７億５百万円計上いたしましたが、経常利益の改善による収益回復に伴い、

当第２四半期において繰延税金資産の回収可能性を見直し、期末に見込んでおりました繰延税金資産の

再計上による法人税等調整額（税金費用）14億44百万円を前倒し計上した結果、13億23百万円となりま

した。

　

売上高の部門別内訳につきましては、前期に行った店舗譲渡により直営店舗数が減少し、グループ企業

運営店舗が増加した結果、卸売部門は132億98百万円で前年同四半期比３億70百万円（2.9％）の増加、小

売部門は75億88百万円で前年同四半期比３億15百万円（4.0％）の減少となりました。
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当第２四半期連結会計期間のセグメント別の概要は次の通りであります。

（カー用品等販売事業）

当第２四半期連結会計期間の出退店の状況につきましては、国内では平成22年７月に花園インター店

（埼玉県）、安中原市店（群馬県）、９月にむつ店（青森県）、横浜川井店（神奈川県）の４店舗を開店

いたしました。この４店舗につきましては、全て居抜き物件による出店となっております。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末の国内店舗数は直営店28店舗、子会社運営店87店舗、グループ企

業運営店378店舗の計493店舗となりました。また、当第２四半期連結会計期間末の海外店舗数は19店舗で

あり、国内・海外を合わせた総店舗数は512店舗となりました。

当第２四半期連結会計期間におけるカー用品等販売事業の売上高は209億円で前年同四半期比53百万

円（0.3％）の増加となりました。セグメント利益につきましては、７億66百万円で前年同四半期比３億

54百万円の増加となりました。

　

（賃貸不動産事業）

当第２四半期連結会計期間の賃貸不動産事業の売上高は、17億18百万円で前年同四半期比１億19百万

円（7.5％）の増加となりました。セグメント利益につきましては、２億10百万円で前年同四半期比１億

３百万円の増加となりました。

　

 (2)財政状態の分析

①資産

当第２四半期連結会計期間末における流動資産の残高は34億16百万円減少し、300億84百万円（前連結

会計年度末335億１百万円）となりました。これは主に現金及び預金が40億79百万円減少したことにより

ます。

　また、固定資産の残高は15億92百万円減少し、463億32百万円（前連結会計年度末479億24百万円）とな

りました。これは主に減価償却費及び減損損失の計上により17億71百万円減少したことによります。

②負債

当第２四半期連結会計期間末における流動負債の残高は136億58百万円減少し、216億30百万円（前連

結会計年度末352億89百万円）となりました。これは主に短期借入金及び一年内償還予定の社債が145億

22百万円減少したことによります。

　また、固定負債の残高は75億78百万円増加し、181億３百万円（前連結会計年度末105億24百万円）とな

りました。これは主に社債が20億円、長期借入金が55億33百万円増加したことによります。

③純資産

当第２四半期連結会計期間末における純資産の残高は10億71百万円増加し、366億83百万円（前連結会

計年度末356億11百万円）となりました。これは主に四半期純利益10億50百万円の計上によるものです。
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 (3)キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第１四半期連

結会計期間末に比べ５億１百万円減少し、41億62百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金の収入は、24億98百万円（前第２四半期連結

会計期間は17億85百万円の資金の収入）となりました。これは主に仕入債務の増加による収入が12億79

百万円、減損損失が７億５百万円、減価償却費が５億46百万円あったことによります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における投資活動による資金の支出は、３億２百万円（前第２四半期連結

会計期間は14百万円の資金の収入）となりました。これは主に、貸付けによる支出が４億29百万円、敷金

の差入による支出が１億11百万円、有形固定資産の取得による支出が76百万円、子会社株式の取得に伴

う支出が66百万円あった一方、貸付金の回収による収入が４億２百万円あったことによります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結会計期間における財務活動による資金の支出は、26億93百万円（前第２四半期連結

会計期間は１億99百万円の資金の収入）となりました。これは主に、社債等の償還による支出が30億円、

長期借入金の返済による支出が14億29百万円あった一方、社債の発行による収入が20億円あったことに

よります。

　

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（5）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備の重要な異動はありません。

　
　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、第１四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等

の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 53,033,745

計 53,033,745

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月12日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,961,57324,961,573
東京証券取引所
市場第一部

単元株式数　100株

計 24,961,57324,961,573 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成22年９月30日 ─ 24,961,573 ─ 15,072 ─ 9,075

　

(6) 【大株主の状況】

平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

有限会社幸栄企画 東京都目黒区自由が丘３－18－17 3,100 12.41

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１－８－11 1,626 6.51

有限会社中原商事 東京都目黒区自由が丘３－18－17 1,046 4.19

イエローハット共和会 東京都中央区日本橋馬喰町１－４－16 1,000 4.00

鍵山　幸一郎 神奈川県横浜市青葉区 901 3.61

イエローハット共栄会 東京都中央区日本橋馬喰町１－４－16 710 2.84

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口）

東京都港区浜松町２－11－３ 665 2.66

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 495 1.98

イエローハット従業員持株会 東京都中央区日本橋馬喰町１－４－16 416 1.67

シービーエヌワイデイエフエイ
インターナショナルキャップバ
リューポートフォリオ
（常任代理人　シティバンク銀行
株式会社）

東京都品川区東品川２－３－14 401 1.60

計 ― 10,365 41.52

(注)　1　上記以外の所有株式の状況といたしまして、当社は自己株式591千株（2.37％）を所有しております。

2　上記の所有株式数のうち、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数1,626千株は、信託業務に

係る株式数であります。

3　上記の所有株式数のうち、日本マスタートラスト信託銀行株式会社の所有株式数665千株は、信託業務に係る株

式数であります。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式） 
 普通株式 591,100

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株24,341,200 243,412 同上

単元未満株式 普通株    29,273― 同上

発行済株式総数 24,961,573― ―

総株主の議決権 ― 243,412 ―

(注)　上記「完全議決権株式（その他）」及び「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式がそれぞれ500

株（議決権５個）及び55株含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）　　　　　株式
会社イエローハット

中央区日本橋馬喰町
１－４－16

591,100 ― 591,100 2.37

計 ― 591,100 ― 591,100 2.37
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
　４月 　５月 　６月 　７月 　８月 　９月

最高(円) 680 647 659 628 620 610

最低(円) 616 548 566 587 575 576

(注) 　東京証券取引所市場第一部における株価を記載しております。 

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出後、本四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1)役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役
（経営企画室長）

常務取締役 白石　理 平成22年７月１日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連

結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、

当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年７月

１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30

日まで)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人 保森会計事務所による四半期レビューを受けてお

ります。また、当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期

連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、あらた

監査法人により四半期レビューを受けております。

　　なお、当社の監査法人は次のとおり交代しております。

第52期連結会計年度　　監査法人 保森会計事務所

第53期第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間　　あらた監査法人
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,169 8,248

受取手形及び売掛金 12,896 12,315

たな卸資産 ※１
 7,259

※１
 7,653

その他 6,753 6,207

貸倒引当金 △994 △924

流動資産合計 30,084 33,501

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※３
 28,813

※３
 27,745

減価償却累計額 △16,474 △15,790

建物及び構築物（純額） 12,339 11,954

土地 ※３
 16,201

※３
 16,832

その他 3,884 3,592

減価償却累計額 △2,010 △1,828

その他（純額） 1,873 1,763

有形固定資産合計 30,414 30,550

無形固定資産

ソフトウエア 1,471 1,760

その他 173 105

無形固定資産合計 1,645 1,866

投資その他の資産

投資有価証券 943 1,024

敷金 9,779 10,597

その他 3,943 4,310

貸倒引当金 △394 △424

投資その他の資産合計 14,272 15,507

固定資産合計 46,332 47,924

資産合計 76,416 81,425
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,364 7,664

短期借入金 ※３
 8,012

※３
 19,535

1年内償還予定の社債 － 3,000

未払法人税等 336 260

賞与引当金 386 392

ポイント引当金 209 176

店舗閉鎖損失引当金 170 －

関係会社整理損失引当金 10 －

その他 4,140 4,260

流動負債合計 21,630 35,289

固定負債

社債 2,000 －

長期借入金 ※３
 8,605

※３
 3,071

退職給付引当金 1,443 1,844

負ののれん 6 7

リース債務 1,296 1,382

資産除去債務 1,111 －

その他 3,638 4,218

固定負債合計 18,103 10,524

負債合計 39,733 45,813

純資産の部

株主資本

資本金 15,072 15,072

資本剰余金 9,928 9,928

利益剰余金 15,098 14,194

自己株式 △614 △614

株主資本合計 39,484 38,580

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △20 △195

繰延ヘッジ損益 △16 △13

土地再評価差額金 △2,784 △2,784

為替換算調整勘定 20 24

評価・換算差額等合計 △2,801 △2,968

純資産合計 36,683 35,611

負債純資産合計 76,416 81,425
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 43,414 43,584

売上原価 32,403 32,824

売上総利益 11,010 10,760

販売費及び一般管理費 ※１
 10,437

※１
 9,431

営業利益 573 1,328

営業外収益

受取利息 114 117

受取手数料 193 198

その他 221 222

営業外収益合計 530 538

営業外費用

支払利息 215 155

持分法による投資損失 54 34

その他 174 58

営業外費用合計 444 249

経常利益 658 1,617

特別利益

固定資産売却益 2 0

投資有価証券売却益 41 0

貸倒引当金戻入額 4 8

退職給付制度終了益 － 103

特別利益合計 48 113

特別損失

固定資産売却損 1 0

固定資産除却損 68 4

投資有価証券評価損 17 282

投資有価証券売却損 2 －

関係会社株式評価損 － 23

減損損失 101 705

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 170

敷金等解約損 － 47

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 524

その他 6 73

特別損失合計 198 1,832

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

508 △101

法人税、住民税及び事業税 238 310

法人税等調整額 △192 △1,462

法人税等合計 46 △1,151

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,050

四半期純利益 461 1,050
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：百万円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 22,446 22,619

売上原価 16,888 16,903

売上総利益 5,558 5,716

販売費及び一般管理費 ※１
 5,038

※１
 4,738

営業利益 519 977

営業外収益

受取利息 56 60

受取手数料 97 97

その他 99 93

営業外収益合計 253 251

営業外費用

支払利息 109 71

持分法による投資損失 66 47

その他 70 45

営業外費用合計 246 164

経常利益 526 1,063

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 41 －

貸倒引当金戻入額 3 3

退職給付制度終了益 － 103

特別利益合計 44 107

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産除却損 40 2

投資有価証券評価損 － 282

投資有価証券売却損 1 －

関係会社株式評価損 － －

減損損失 101 705

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 170

敷金等解約損 － 47

その他 5 15

特別損失合計 148 1,224

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

421 △53

法人税、住民税及び事業税 31 273

法人税等調整額 △37 △1,651

法人税等合計 △5 △1,377

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,323

四半期純利益 427 1,323
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

508 △101

減価償却費 1,146 1,066

減損損失 101 705

のれん償却額 △1 1

貸倒引当金の増減額（△は減少） 23 38

ポイント引当金の増減額（△は減少） △28 32

賞与引当金の増減額（△は減少） 72 △13

退職給付引当金の増減額（△は減少） 89 △314

受取利息及び受取配当金 △132 △130

支払利息 215 155

為替差損益（△は益） － 3

投資有価証券売却損益（△は益） △38 △0

投資有価証券評価損益（△は益） 17 282

関係会社株式評価損 － 23

持分法による投資損益（△は益） 54 34

固定資産売却損益（△は益） △0 0

固定資産除却損 68 4

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 524

敷金等解約損 － 47

売上債権の増減額（△は増加） 136 △758

仕入債務の増減額（△は減少） 528 1,262

たな卸資産の増減額（△は増加） 654 675

退職給付制度終了益 － △103

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 170

その他の資産・負債の増減額 △758 486

小計 2,659 4,093

利息及び配当金の受取額 104 105

利息の支払額 △193 △137

法人税等の支払額 △106 △272

法人税等の還付額 － 86

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,463 3,874
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(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

投資有価証券の取得による支出 △2 △7

投資有価証券の売却による収入 273 7

関係会社株式の取得による支出 △9 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △66

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

－ 97

有形固定資産の取得による支出 △685 △204

有形固定資産の売却による収入 16 105

貸付けによる支出 △105 △535

貸付金の回収による収入 409 854

敷金及び保証金の差入による支出 △562 △338

敷金及び保証金の回収による収入 284 139

無形固定資産の取得による支出 △97 △31

無形固定資産の売却による収入 － 0

投資その他の資産の増減額（△は増加） 108 △163

投資活動によるキャッシュ・フロー △370 △141

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,187 △13,423

長期借入金の返済による支出 △1,319 △1,714

長期借入れによる収入 1,150 8,600

自己株式の取得による支出 △0 △0

自己株式の売却による収入 － 6

社債の発行による収入 1,000 2,000

社債の償還による支出 － △3,000

配当金の支払額 △97 △146

リース債務の返済による支出 △74 △77

財務活動によるキャッシュ・フロー △529 △7,755

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △3

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,563 △4,022

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 30 9

現金及び現金同等物の期首残高 5,855 8,178

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 7,449

※1
 4,162
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）

１　連結の範囲に関する事項の変更

（1）連結の範囲の変更

平成22年２月に新規設立した㈱プロフィ・オートは重要性が増したことにより、第１四半期連結会計期間より

連結の範囲に含めております。また、㈱イッシンの全株式を平成22年５月に取得したことにより、第１四半期連結

会計期間より連結の範囲に含めております。

㈱ジョイフルの全株式を平成22年８月に取得したことにより、当第２四半期連結会計期間より連結の範囲に含

めております。

 
（2）変更後の連結子会社の数

15社

 
２　会計処理基準に関する事項の変更

（1）「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成20年３月10日）

を適用しております。これにより、損益に与える影響はありません。

 
（2）「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用

しております。

　これにより、当第２四半期連結累計期間の売上総利益は17百万円減少し、営業利益及び経常利益は27百万円減

少、税金等調整前四半期純損失は５億51百万円増加しております。

　また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は11億90百万円であります。

 
 （3）「企業結合に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成20年12月26　日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会計

基準』の一部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計

基準第７号　平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月26日）、

「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号　平成20年12月

26日）を適用しております。
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【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）

(四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 
　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年７月１日  至  平成22年９月30日）

(四半期連結損益計算書関係）

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の

一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）

　棚卸資産の収益性低下に基づく簿価の切下げの方法

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下

げを行う方法によっております。

 

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　　　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日）

退職給付引当金の制度変更の概要

当社は平成22年８月に適格退職年金制度を廃止し、確定給付年金制度と確定拠出年金制度へ移行いたしました。

　この移行に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」(企業会計基準適用指針第

１号)を適用しております。

　本移行により、当第２四半期連結累計期間の特別利益として１億３百万円を計上しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１　たな卸資産の内訳
商品及び製品 7,023百万円
仕掛品 　25　〃
原材料及び貯蔵品 209　〃
計 7,259百万円

 

※１　たな卸資産の内訳
商品 7,426百万円
仕掛品 23　〃
原材料及び貯蔵品 203　〃
計 7,653百万円

　２　偶発債務
　　　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に対
して、次の通り保証を行っております。

㈱アップル 410百万円

　２  偶発債務
　　　連結子会社以外の会社の金融機関からの借入金に対
して、次の通り保証を行っております。

㈱アップル 422百万円
 

※３　担保に供している資産
土地 5,664百万円
建物及び構築物 3,142　〃
　 　
（上記に対応する債務） 　
短期借入金 2,500百万円
長期借入金 6,125　〃

 

※３　担保に供している資産
土地  6,494百万円
建物及び構築物 3,378　〃
　 　
（上記に対応する債務） 　
短期借入金 10,080百万円
長期借入金 1,000　〃

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

賃借料 1,662百万円

給与手当 3,518　〃

賞与引当金繰入額 384　〃

減価償却費 711　〃

退職給付費用 452　〃

貸倒引当金繰入額 86　〃

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

賃借料 1,389百万円

給与手当 2,991　〃

賞与引当金繰入額 365　〃

減価償却費 677　〃

退職給付費用 235　〃

貸倒引当金繰入額 47　〃

 

　

第２四半期連結会計期間
　

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

賃借料 813百万円

給与手当 1,717　〃

賞与引当金繰入額 141　〃

減価償却費 359　〃

退職給付費用 161　〃

貸倒引当金繰入額 29　〃

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

賃借料 712百万円

給与手当 1,479　〃

賞与引当金繰入額 158　〃

減価償却費 340　〃

退職給付費用 119　〃

貸倒引当金繰入額 35　〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 7,509百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △60  〃

現金及び現金同等物 7,449百万円

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,169百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △6  〃

現金及び現金同等物 4,162百万円

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成22年４月１日　

至 平成22年９月30日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 24,961,573

　
２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 609,780

　
３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　
４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年５月25日
　　　取締役会

普通株式 利益剰余金 146 6 平成22年３月31日 平成22年６月11日

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当第２四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配

当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後となるもの　　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成22年11月１日
取締役会

普通株式 利益剰余金 194 8 平成22年９月30日 平成22年12月７日

　
５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　
カー用品等
販売事業
(百万円)

賃貸
不動産事業
(百万円)

計
 

(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
 

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

20,847 1,599 22,446 ─ 22,446

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 20,847 1,599 22,446 ─ 22,446

営業費用 20,434 1,492 21,927 ─ 21,927

営業利益 412 106 519 ─ 519

(注) １　事業区分の方法　
事業区分は、商品等の種類とその市場を考慮し、カー用品等販売事業と賃貸不動産事業に区分しております。

２　各事業区分の主要商品等

事業区分 主要商品等

カー用品等販売
タイヤ・ホイール商品、オーディオ・ビジュアル商品、
洗車・オイル・ケミカル商品 他

賃貸不動産 不動産等の賃貸

３　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。
　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　
カー用品等
販売事業
(百万円)

賃貸
不動産事業
(百万円)

計
 

(百万円)

消去又は
全社
(百万円)

連結
 

(百万円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

40,244 3,170 43,414 ─ 43,414

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ─

計 40,244 3,170 43,414 ─ 43,414

営業費用 39,920 2,920 42,841 ─ 42,841

営業利益 323 249 573 ─ 573

(注) １　事業区分の方法　
事業区分は、商品等の種類とその市場を考慮し、カー用品等販売事業と賃貸不動産事業に区分しております。

２　各事業区分の主要商品等

事業区分 主要商品等

カー用品等販売
タイヤ・ホイール商品、オーディオ・ビジュアル商品、
洗車・オイル・ケミカル商品 他

賃貸不動産 不動産等の賃貸

３　営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用はありません。
４　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載いたしましたとおり、第１四半期
連結会計期間からグループ企業に対する賃貸不動産事業において発生する収益及び費用に関し、計上方法の
変更をいたしました。この変更に伴う当第２四半期連結累計期間の影響額は、「売上高」で21億89百万円（増
加）、「営業費用」で20億99百万円（増加）及び「営業利益」で89百万円（増加）となっております。
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【所在地別セグメント情報】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める日本の割合が、いずれも

90％を超えている為、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計期間

(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月30日)

　海外売上高が、いずれも連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

　(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  
平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指
針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

１. 報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、
経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま
す。
当社は、「カー用品等販売事業」及び「賃貸不動産事業」の２つを報告セグメントとしております。
　「カー用品等販売事業」は、当社より販売子会社・関連会社及びグループ店企業等に対し、カー用品等
の卸売を行うほか、当社の直営店舗、販売子会社及び関連会社において小売を行っております。
　「賃貸不動産事業」は、当社より販売子会社・関連会社及びグループ店企業等に対し、店舗用建物の賃
貸を行っております。
　

２. 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　

報告セグメント
四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

カー用品等
販売事業
（注）１

賃貸不動産
事業
（注）１

売上高 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

40,172 3,412 43,584

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ ─ ─

計 40,172 3,412 43,584

セグメント利益 950 378 1,328

(注) １　各事業区分の主要商品等

事業区分 主要商品等

カー用品等販売
タイヤ・ホイール商品、オーディオ・ビジュアル商品、
洗車・オイル・ケミカル商品 他

賃貸不動産 不動産等の賃貸

２　報告セグメントの利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。
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当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　

報告セグメント
四半期連結損益
計算書計上額
（注）２

カー用品等
販売事業
（注）１

賃貸不動産
事業
（注）１

売上高 　 　 　

(1) 外部顧客に
対する売上高

20,900 1,718 22,619

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

─ ─ ─

計 20,900 1,718 22,619

セグメント利益 766 210 977

(注) １　各事業区分の主要商品等

事業区分 主要商品等

カー用品等販売
タイヤ・ホイール商品、オーディオ・ビジュアル商品、
洗車・オイル・ケミカル商品 他

賃貸不動産 不動産等の賃貸

２　報告セグメントの利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

　

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

（固定資産に係る重要な減損損失）

「カー用品等販売事業」セグメントにおいて、連結子会社である三晃自動車株式会社が保有する土地

等の減損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結会計期間におい

て、７億５百万円であります。
　

（のれんの金額の重要な変動）

　 該当事項はありません。
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(金融商品関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成22年９月30日）

現金及び預金、未収入金、短期借入金、社債、及び長期借入金が、企業集団の事業の運営において重要

なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日に比べ著しい変動が認められます。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位:百万円）

科目
四半期連結

貸借対照表計上額
時価 差額 時価の算定方法

(1)現金及び預金 4,169 4,169 ─

（注1）(2)未収入金 2,891 2,891 ─

(3)短期借入金 4,558 4,558 ─

(4)社債 2,000 2,000 ─

（注2）(5)長期借入金
(１年以内返済予定含む)

12,059 12,071 12

　(注)１　(1)現金及び預金、(2)未収入金、(3)短期借入金

これらは短期間で決済されるものであるため、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によって

おります。

　　  ２　(4)社債、(5)長期借入金

社債の時価は、元利金の合計を同額条件にて社債を発行した場合に想定される利率で割引いた現在価値により

算定しております。また、１年内返済予定の長期借入金を含む長期借入金の時価は、元利金の合計を同額の新規

借入を行なった場合に想定される利率で割引いた現在価値により算定しております。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(資産除去債務関係)

資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。

（注）第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号

　平成20年３月31日）を適用いたしました。

　

(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動がありません。

　

EDINET提出書類

株式会社イエローハット(E02735)

四半期報告書

28/33



　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 1,506.38円
　

　 　

　 1,462.39円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期
連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 36,683 35,611

普通株式に係る純資産額(百万円) 36,683 35,611

普通株式の発行済株式数(千株) 24,961 24,961

普通株式の自己株式数(千株) 609 609

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株) 24,351 24,351

　

２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間
　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益 18.97円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

１株当たり四半期純利益 43.14円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

(注) 1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2. １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 461 1,050

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 461 1,050

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,349 24,351
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第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益 17.55円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

１株当たり四半期純利益 54.35円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―円
　

(注) 1. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2. １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(百万円) 427 1,323

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 427 1,323

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 24,349 24,351

　

(重要な後発事象)

当社は、平成22年11月10日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて

適用される同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決議いたしました。

　

（1）自己株式の取得を行う理由 株主への利益還元の強化を図るとともに、経営環境の変化に対応した
機動的な資本政策を行うため、自己株式を取得するものであります。

（2）取得対象株式の種類 当社普通株式

（3）取得し得る株式の総数
1,000,000株（上限）
（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合4.10％）

（4）株式の取得価額の総額 800,000,000円（上限）

（5）取得期間 平成22年11月11日～平成23年３月24日

（6）取得方法 東京証券取引所における市場買付

　

(リース取引関係)

リース取引開始日が「リース取引に関する会計基準」適用以前の所有権移転外ファイナンス・リー

ス取引について通常の賃貸借契約に係る方法に準じて処理を行なっておりますが、当第２四半期連結

会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比較して著しい変動がありません。

　

２ 【その他】

第53期（自　平成22年４月１日　至　平成23年３月31日）中間配当については、平成22年11月１日開催の取

締役会において、平成22年９月30日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配

当を行なうことを決議いたしました。

①　配当金の総額……………………………………… 194百万円

②　１株当たりの金額………………………………… ８円

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日……… 平成22年12月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成21年11月11日

株式会社　イエローハット

取締役会  御中

　

監査法人　保森会計事務所

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    大　　東　　幸　　司    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    横　　山　　　　博　    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    小　　山　　貴　　久    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社イエローハットの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成

21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イエローハット及び連結子会社の平

成21年9月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間

の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

株式会社イエローハット(E02735)

四半期報告書

32/33



独立監査人の四半期レビュー報告書

平成22年11月12日

　
株 式 会 社 イ エ ロ ー ハ ッ ト

取　締　役　会  御　中

　

あ ら た 監 査 法 人

　

指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士    小　林　昭　夫

　
指 定 社 員
業務執行社員

　 公認会計士    田　邊　晴　康

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社イエローハットの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期

間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平

成22年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書

及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明するこ

とにある。
　

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。
　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社イエローハット及び連結子会社の平

成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
追記情報
　

１.「四半期連結財務諸表のための基本となる重要な事項等の変更」に記載されているとおり、会社は第１四

半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を

適用している。
　　２.「重要な後発事象」に記載されているとおり、会社は平成22年11月10日開催の取締役会において、自己株

式の取得を決議した。

 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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